
投票率 59.02% 投票率 57.48% 投票率 55.16% 投票率 53.50%

得票数 得票率(％) 得票数 得票率(％) 得票数 得票率(％) 得票数 得票率(％)

日本共産党 32,181 13.9 882,538 14.2 日本共産党 27,342 13.0 772,500 13.7

自由民主党 82,947 35.8 2,134,931 34.4 自由民主党 63,939 30.5 1,797,989 31.9

民進党 41,786 18.0 1,227,608 19.8 民主党 16,067 7.7 585,724 10.4

公明党 28,018 12.1 710,528 11.4 公明党 27,067 12.9 688,534 12.2

おおさか維新 19,472 8.4 455,849 7.3 日本維新の会 25,828 12.3 635,573 11.3

生活の党 6,398 2.8 197,844 3.2 生活の党 7,283 3.5 120,835 2.1

社会民主党 5,300 2.3 175,458 2.8 社会民主党 3,107 1.5 116,139 2.1

その他 15,742 6.8 426,775 6.9 その他 39,088 18.6 915,473 16.3

 計 231,844 100.0 6,211,531 100.0  計 209,721 100.0 5,632,767 100.0

江東区 東京都 江東区 東京都

参院選比例代表 結果 (江東区/東京都）

今回 （2016.7.10) 前回 （2013.7.21）

投票率 59.04% 投票率 57.50% 投票率 55.17% 投票率 53.51%

得票数 得票率% 得票数 得票率% 得票数 得票率% 得票数 得票率%

④ 山添　拓 共産 24,644 10.6 665,835 10.7 ③吉良よし子 共産 25,546 12.2 703,901 12.5

① 蓮　舫 民進 43,518 18.7 1,123,145 18.0 ①丸川珠代 自民 37,818 18.0 1,064,660 18.9

② 中川まさはる 自民 32,000 13.8 884,823 14.2 ②山口なつお 公明 30,745 14.7 797,811 14.2

③ 竹谷 とし子 公明 30,010 12.9 770,535 12.4 ④山本太郎 無 23,030 11.0 666,684 11.8

⑤ 朝日けんたろう 自民 27,501 11.8 644,799 10.4 ⑤武見敬三 自民 25,144 12.0 612,388 10.9

⑥ 小川 敏夫 民進 14,153 6.1 508,131 8.2 　すずき かん 民主 16,617 7.9 552,714 9.8

田中 康夫 お維 18,850 8.1 469,314 7.5 　小倉　淳 維新 17,196 8.2 413,637 7.3

その他(24名) 41,856 18.0 1,156,962 18.6 　その他(13名) 33,457 16.0 826,010 14.7

計 232,532 100.0 6,223,544 100.0 計 209,553 100.0 5,637,805 100.0

参院選東京選挙区 結果

候補者名 党派

前回（2013.・7・21）　定数５今回（2016・7・10）　定数６

江東区 東京都 江東区 東京都

党派当 候補者名◯

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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梅
雨
前
線
が
停
滞
し
て
蒸

し
暑
い
日
が
続
き
熱
中
症

が
心
配
で
す
。
▼
参
院
選

で
は
前
回
よ
り
９
議
席
減

の
要
因
と
な
っ
た
野
党
共

闘
攻
撃
に
奔
走
し
た
安
倍
首
相
、

壊
憲
の
意
図
を
か
く
し
て
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
「
成
果
」
を
誇
示
す
る

「
こ
の
道
を
」
は
、
「
『
道
半
ば
』

逆
さ
に
よ
め
ば
『
バ
カ
な
道
』
」

と
揶
揄
さ
れ
ま
し
た
▼
あ
る
テ
レ

ビ
は
、
し
た
た
か
な
自
民
党
の
大

企
業
頼
み
の
集
票
の
仕
組
み
に
迫

る
報
道
を
し
ま
し
た
。
岡
田
民
進

党
代
表
の
地
元
・
三
重
で
は
野
党

統
一
候
補
に
対
抗
す
る
候
補
の
選

対
責
任
者
が
、
選
挙
区
の
企
業
の

支
援
を
強
化
す
る
よ
う
に
東
京
の

本
社
に
電
話
し
て
い
る
映
像
が
流

れ
ま
し
た
。
▼
さ
ら
に
全
国
に
３

万
８
千
人
の
会
員
を
擁
す
る
日
本

会
議
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。
昨
年

11
月
、
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ

く
る
国
民
の
会
」
主
催
の
１
万
人

集
会
で
提
起
さ
れ
た
憲
法
改
正
の

た
め
の
国
民
投
票
賛
同
署
名
は
、

国
家
神
道
を
奉
ず
る
神
社
な
ど
で

す
す
め
ら
れ
、
７
百
万
人
に
達
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
▼
世
論
に

乖
離
し
て
衆
・
参
で
改
憲
勢
力
が

３
分
の
２
を
超
え
、
内
戦
が
激
化

す
る
南
ス
ー
ダ
ン
の
自
衛
隊
に
戦

争
法
が
発
動
さ
れ
る
危
機
が
迫
っ

て
き
て
い
ま
す
。
江
東
で
も
、
成

功
し
た
戦
争
法
廃
止
の
市
民
大
集

会
を
基
礎
に
、
市
民
の
共
同
を
さ

ら
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
事
な
時
に
、

都
知
事
選
で
の
野
党
共
闘
の
た
め

に
歓
迎
さ
れ
た
宇
都
宮
さ
ん
の
決

断
は
、
と
り
わ
け
地
元
の
市
民
運

動
に
大
き
な
希
望
と
勇
気
を
与
え

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

参
議
院
議
員

山
添

拓

参
議
院
選
挙
で
は
、
多
大
な
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
比
例
代
表
で
の
日

本
共
産
党
の
得
票
数
と
議
席
増
、
田

村
智
子
参
議
院
議
員
と
と
も
に
、
私
、

山
添
拓
を
国
会
へ
送
り
出
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
選
挙
戦
を
前
に
、
江
東
治
水
事
務

所
な
ど
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
防
災
に
つ
い
て
区
議
団
の

協
力
で
調
査
に
伺
い
ま
し
た
。
ご
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
、
全
力
で
が
ん
ば
る
決
意
で
す
。

都
知
事
選
は
、
自
公
都
政
を
終
わ
ら
せ
、
憲
法
を
守
り
、

都
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
第
一
の
都
政
を
実
現
す
る
た
め
、
４

野
党
と
市
民
の
力
で
都
政
を
都
民
の
手
に
取
り
戻
す
歴
史
的

な
戦
い
で
す
。
私
も
力
を
尽
く
し
ま
す
。

江
東
地
区
委
員
長

吉
田
と
し
お

７
月
10
日
投
開
票
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
改
憲
阻
止
を
最

大
の
争
点
に
押
し
上
げ
、
同
時
に
３
つ
の
チ
ェ
ン
ジ
（
税
金

の
集
め
方
、
税
金
の
使
い
方
、
働
き
方
）
の
提
案
も
示
し
て

有
権
者
に
訴
え
、
江
東
区
の
比
例
代
表
の
得
票
は
、
公
明
党

を
上
回
る
３
２
１
８
１
票
で
す
。
選
挙
区
で
は
新
人
の
山
添

拓
候
補
に
２
４
６
４
４
票
、
全
都
４
位
で
当
選
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
と
山
添
拓
候
補
に
寄
せ
ら
れ
た
み
な
さ
ん
の
ご

支
持
に
応
え
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
り
、
「
戦
争
法
」
廃

止
に
む
け
て
引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市田 忠義

野
党
共
闘
の
要
─
─

全
都
で
比
例
11
万
票
増

改
選
議
席
倍
増

田村 智子

いわぶち 友 たけだ 良介 大門 みきし



日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫

委
員
長
は
７
月

14
日
記
者
会

見
し
、
都
政
の
争
点
に
つ
い

て
語
り
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト

は
次
の
と
お
り
。

都
政
の
混
乱
は
、
自
民
・

公
明
が
押
す
知
事
が
２
代
続

け
て
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
で

辞
職
し
た
こ
と
が
原
因
。

と
り
わ
け
舛
添
前
知
事
は

都
民
が
苦
労
し
て
払
っ
て
い

る
税
金
を
使
い
仕
事
を
し
て

い
る
と
い
う
納
税
者
の
立
場

に
立
っ
た
意
識
が
全
く
欠
け

て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
。

志
位
氏
は
「
納
税
者
意
識

を
胸
に
と
め
、
不
祥
事
を
絶

対
に
起
こ
さ
な
い
都
政
に
し

て
い
く
と
い
う
の
が
大
き
な

課
題
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
志
位
氏
は
「
都

民
の
福
祉
と
暮
ら
し
に
つ
い

て
は
、
公
共
事
業
で
経
済
を

よ
く
す
る
と
い
う
や
り
方
を

や
め
、
目
の
前
に
あ
る
高
齢

化
社
会
の
問
題
点
、
待
機
児

童
の
問
題
、
介
護
の
問
題
な

ど
に
き
ち
ん
と
お
金
を
充
て

て
経
済
を
良
く
し
て
い
く
方

向
に
切
り
替
え
て
い
く
こ
と

で
す
」
と
し
て
、
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
そ
う
い
う
角
度
で
、
い
か

に
ス
リ
ム
で
コ
ン
パ
ク
ト
な

も
の
に
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
て
き
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

ま
た
志
位
氏
は
「
憲
法
の

問
題
は
国
の
問
題
で
都
政
と

は
関
係
な
い
、
と
い
う
こ
と

に
は
決
し
て
な
り
ま
せ
ん
」

と
し
て
、
改
憲
の
動
き
に
危

機
感
を
持
つ
多
く
の
都
民
と

力
を
あ
わ
せ
る
こ
と
を
表
明

し
ま
し
た
。

「

住
ん
で
よ
し
、

働
い
て
よ
し
、
環
境

に
よ
し
」

「
『
困
っ
た
』
を
希

望
に
変
え
る
」
東
京

を
、
ご
一
緒
に
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。
そ
の

力
は
野
党
と
市
民
の

共
闘
。

参
院
選
で
は
、
最

初
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

し
て
大
き
く
成
功
し

ま
し
た
。

東
京
で
勝
利
す
れ

ば
、
東
京
と
日
本
の

政
治
を
変
え
る
う
え

で
、
は
か
り
し
れ
な

い
大
き
な
意
義
を
も

ち
ま
す
。

★
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
と
も

に
都
政
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ

う
。

講
師
の
浅
井
春
夫
立
教
大

学
教
授
は
、
日
本
の
子
ど
も

の
6
人
に
1
人
が
貧
困
（
貧

困
率
16
・
３
%
）
と
い
う
深

刻
さ
に
も
関
わ
ら
ず
、
政
府

は
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

推
進
に
関
す
る
法
」
や
「
子

ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る

大
綱
に
つ
い
て
」

の

閣

議

決

定

（
２
０
１
４
年
）

で
は
、
貧
困
率

削
減
の
目
標
す

ら
設
定
し
て
い

な
い
こ
と
を
指

摘
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
に
よ

る
非
正
規
雇
用

拡
大
、
社
会
保

障
削
減
な
ど
、

所
得
再
配
分
が

機
能
し
な
い
こ

と
を
反
映
し
て
、

ひ
と
り
親
世
帯

の
貧
困
率
が
54
・
６
％
に
な
っ

て
お
り
、
子
ど
も
の
貧
困
の

再
生
産
の
サ
イ
ク
ル
の
実
情

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

貧
困
の
温
存
は
奨
学
金
、
技

能
取
得
、
各
種
保
険
な
ど
の

条
件
で
兵
役
へ
の
志
願
を
誘

う
「
経
済
的
徴
兵
制
」
の
危

険
な
意
図
に
基
づ
い
て
い
る

と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
貧
困
の
真
の
解

決
策
に
つ
い
て
は
、
餓
死
に

瀕
し
て
い
た
り
、
教
材
費
を

払
え
ず
修
学
旅
行
に
も
行
け

な
い
、
虫
歯
治
療
も
で
き
な

い
な
ど
、
胸
の
痛
く
な
る
数
々

の
実
態
を
踏
ま
え
た
「
子
ど

も
食
堂
」
や
「
無
料
学
習
塾
」

な
ど
、
社
会
が
子
ど
も
を
見

捨
て
な
い
活
動
の
例
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

浅
井
氏
は
結
び
と
し
て
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
マ
ラ
ラ

さ
ん
の
国
連
演
説
の
一
節

「
1
人
の
子
ど
も
、
1
人
の

教
師
、
1
冊
の
本
、
1
本
の

ペ
ン
で
も
世
界
を
変
え
ら
れ

る
」
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
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浅
井
春
夫
立
大
教
授

が
講
演

江東地区、特に城東地区の人口増で小

学校が増設され、昭和になって深川区に

は石島小１校が新設されたが、城東地区

には次の小学校ができました。

亀戸…竪川(1936年)。大島…四大島(33

年)、五大島、釜屋堀(39年)。砂町…二砂
(27年)、三砂(30年)、四砂(34年)、亀高(3

7年)計８校
夜学校も次の８校が新設されました。

八名川(六間堀を変更)、大富(霊岸)、
毛利(猿江)、扇橋、平久、亀戸、大島、
砂町

商業・工業学校は、府立実科工業（都

立墨田工高の前身,高橋,27年）、府立第
三商業（都立三商,越中島,28年）、市立
深川工業（猿江,31年）、市立深川商業
（平野,35年）、市立城東工業（砂町,41
年）

1927年には二大島小内に、町立大島実
務女学校ができ、これは35年に市立城東
高等家政女学校となります。亀戸の日清

紡内には私立梅香実科女学校がありまし

た。

1935(昭和10)年に青年学校令がでて、
８校が小学校または社内に併設され、満1
2歳から19歳未満の男子が義務として通学
することになりました。私立の青年学校

は、藤倉と日立亀戸内にありました。

1941(昭和16)年12月８日、太平洋戦争
がはじまりました。この戦争に先立って

３月に国民学校令が公布されて、小学校

は国民学校と改称、教科は国民科、理数

科、体練科、芸能科に統合されました。

一年生の国語教科書も「ススメ ススメ

ヘイタイ ススメ」に変わりました。

江東地区の国民学校は次の35校です。
深川区…明治、明治第二、深川、東川、

東陽、平久、扇橋、毛利、臨海、元加賀、

数矢、明川、白河、八名川、川南、大富、

石島

城東区…第一亀戸、第二亀戸、香取、

浅間、竪川、水神、文泉、第一～第五大

島、釜屋堀、砂町、第二～第四砂町、亀

高、他に水上生活者の子弟のための水上

小学校が、1943(昭和18)年、浜園町（塩
浜１丁目）にできました。

概説

（5８）

国
民

学
校

の
「
ヨ
ミ
カ
タ
」
の
教
科

書

都

教

組

江
東

支

部

と

江
東

の

教

育

を
考

え

る

会

は

６
月

23

日

、

「

今
、

子

ど

も

の
貧

困

・

格
差

問

題

に

迫
る

」

学

習

会

を

合

同

で
ひ

ら

き

、

「
子

ど

も

を
見

捨

て

な

い
社

会

へ

」

活

動

を

さ

ら
に

進

め

る

こ
と

を

確

認
し

ま

し

た

。
会

場

の

総

合

区

民

セ
ン

タ

ー
に

46
人

が

参
加

し

ま
し

た

。

地
方
自
治
を
掲
げ
た

憲
法
を
守
り
生
か
す
た

め
に
、
今
度
こ
そ
不
正
・

腐
敗
と
決
別
し
、
都
政

を
都
民
の
手
に
取
り
戻

す
歴
史
的
な
選
挙
で
す
。

「
政
治
と
カ
ネ
」

二
度
と
起
こ
さ
な
い

暮
ら
し
と
福
祉
第
一

経
済
も
よ
く
す
る

改
憲
ス
ト
ッ
プ
!!

憲
法
守
る
都
政
に

☆

行
事
日
程

☆

○

８

月

27
日

（

土

）

10
時

〜

四

砂

小

学

校

◆

夏

季

教

育

研

究

会

主

催

・

都

教

組

江

東

支

部
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